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1　は　じ　め　に
　明治維新は宗教史から見ても一大変革の時代である。変革は政体の変革に伴うもので幕府を倒
した西軍のイデオロギーは王政復古つまり天皇親政すなわち神道の復活、強化であるから必然的
に神道を唯一正当な宗教とし、仏教が排撃された。具体的には「神仏分離令」をきっかけに廃物
棄釈運動として現れた。この運動は幕藩体制下の宗教政策にもとつく保護（寺領や宗門人別帳管
理など）によって平安に生活していた寺院僧侶たちにとっては生活の根底を揺るがす変化であっ
た。たとえば従来壇家を持たず或いは少なく格式と幕府または藩主から寺領を受けていた寺院は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．3）廃寺を余儀なくされた。駆込寺として有名な栃木県の満徳寺は廃寺、帰農した如く、また佐渡で
は判事奥平謙甫の命（明治元／11／21日命令、実行期限は12／10限り、浄土真宗は子孫もあるか
ら特別に12／20まで）を以て五百有余の寺院壌八十ケ寺に合寺せしめた如くである。合寺させら
れた寺からは帰農願いが続出した。廃寺しないまでも赤字経営に苦しみ境内など財産の切り売り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）で凌いだ寺は各地に多い。例えば興福寺の場合一山の僧侶はいずれも還俗し春日神社の神職とな
り五重塔も250円で売られ買い主は金具を得るために塔を焼こうとしたという。
　一方、紆余曲折を経てキリスト教信仰が解禁となった。教義と近代西洋知識とが合体している
キリスト教は人々に新鮮に映った。いわゆる世は欧米文物に対する惑溺ほとんどその極に達する
　　　（5）欧化主義の風潮でキリスト教の伝道は教育事業、慈善事業と一体になって教勢の隆盛をみせるよ
うになった。
　このような時代的背景のもとに既存の仏教側も主体性を回復し時代に適応した宗教たらんと努
力するようになった。それは教学面の刷新と民衆教化の実行である。たとえば在家仏教徒である
大内青轡、真宗大谷派の僧清沢満之などの曹洞宗、浄土真宗への寄与なども宗団改革の潮流の一
つとして見倣すことができる。またこれらとは別に既存仏教の在り方に批判を加え新しい仏教運
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（67）動を起こした一群の人たちがいる。島地黙雷、鳥尾得庵、田中智学、井上円了、村上専精などで
ある。それぞれの立場は異なるとはいえ明治維新による欧化主義、廃仏棄繹、キリシタソ解禁の
ショックから起こった仏教の復興運動である。これらの中に「観世音菩薩普門品第二十五」を正
依の経典として救世教を開宗し、慈善事業を始めた人に大道長安がいる。
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2　大道長安の経歴
　　　　　　　　　　　　　　　　　（8　　大道長安は越後の国、蒲原郡新発田町（新潟県新発田市）の出身と伝えられている。父は商本
田文八、母某の次男として天保14年4月1日に生まれたが（幼名不祥）、父が死亡したので嘉永
元年7月（6才、数え年、以下同）古志郡長岡町（新潟県長岡市）の曹洞宗長興寺に母に連れら
れ行き得度した。
　長興寺は長岡藩主牧野氏の菩提寺で名刹として聞こえていた。得度してから禅透と名付けられ
事実上の兄弟子の柏庭大樹に師事した。大樹は長安より19才年長である。救世教を開宗した後、
長安の没後弟子たちが編述した伝記にも長安が幼少時より奇跡のごとき天稟の才を示したという
ような逸話は記されていない。彼は法兄である大樹を事実上の師として教義を学び修行を行った
風に見える。9才のとき（嘉永4年）大樹が若狭の国の臥龍院末海蔵寺に赴任したとき慕って行っ
た。11才のとき大樹が元旦から7日間、細字で33幅の観音像を描こうと念じて仏前において手灯
を点じて一心不乱に経を唱するのを眼前にして感奮した。大樹が越後水原町の祥瑞山大雲寺に転
じるため帰国すると随伴して帰国し、12才時（安政元／3／9）に大樹の養子になって本籍を三
島郡朝日村（越路町大字朝日）に定めた。後、養父大樹が岡山県津山市の長安禅寺の住職として
赴任したがこの時は江戸駒込の吉祥寺学寮に入り（安政4、春15才）勉強に努めていた。その後
一旦津山に帰国し（安政6）極楽寺において僧としての資格認定の儀式とでもいうべき立職をし
た。続いて18才の2月養父大樹から仏法の奥義の伝授即ち伝法（嗣法）を受けた。8月再び諸国
行脚に出、秋、前記学寮に再入学し勉強を続けたが養父大樹の病が重くなったので津山市へ帰り
看病に努めた。長安禅寺は貧寺であったので生活費と医療費とを得るために市内で行乞に務めた
がこの間も手に経巻を持っていたという。詩集「禅絵閑詠集」「禅絵閑詠集続」をこの様な状況下
で成した。元治元年12月長安（22才）は「学問出精、師事勤行」の故に津山公より賞典を受けた。
　以後彼のエネルギッシュの活動を列挙すれば、23才（慶応元／7）時漢学者秋汀について漢文
を習う。　r禅絵閑詠集二」成る。24才、　「長安精舎集一」成る。25才、　「長安精舎集続」　「鈍鉄
集」成る。26才、美作の国円通寺の住職となる、「鈍鉄集続」「円通精舎集」成る。27才、「鈍
鉄集二」成る、師の看病のために円通寺住職を辞し長安禅寺に帰る。この時期（29才）以降同志
4人と計り誓学堂という勉強会をつくり教理、信仰を深めている。　「忍哉楼集」　「無争堂集」成
るである。
　伝記によれば明治5年、30才のとき食事をしていて突然悟ったという。彼の言によれば「長安
が喫飯の際に於いて、ああここであるわと其の時に発明したことです……長安は気でも違ったか
或いは病気でも起こしはせぬかと怪しまるるような有様で唯箸を持って、ああと感じた計りで是
時の悦び楽しみといふものは言語に絶えて誰にも告げて見様もないただ長安一人でああここだっ
たと仰いで天に喜び、傭して地に謝したことです。しかし、その時の妙味を如何せぱ説明するこ
とが出来得るかと言うに「今日の御飯はこわからずやわらからず」妙によく出来たなというより
以外ありませぬ……」と記している。このようにその大悟なるものは宗教的体験であるからこれ
以上は窺うべき術はない。
　ただ大悟したと体験した以後の彼の活動は社会的広がり（後には宗門から異端として濱斥され
る方向へ繋がる）を持つようになっていく。
　明治6年3月、曹洞派教導職となり師の後を嗣いで長安禅寺の住職になった。この年養父大樹
が没した。
　明治8年長岡町の長興寺の住職となり、越後へ帰り同年8月18日「救世教」開宗の大願を立て
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たと伝えられている。これは内心の決意であって他に対して宣言したと言うようなものではない
らしい。
　明治9年2月新潟県曹洞宗教導職取締となり、のち6月権中講義に補せられた。この間「長安
精舎集」「長安精舎集続」「移越集」を成した。また永平寺貫主絶学天真禅師の随行員として布
教に携わった。したがって長安は曹洞宗門では優れた僧侶として活躍したし、宗門の中央でもそ
のように見ていたのである。明治11年大道校規約（弟子の為の学則）を作っている。
　明治16年1月（41才）長興寺住職を法弟禅瑞に譲り一僧侶として長興寺に住した。新宗開立の
準備の様に見える。宗門では大講義に任（6月）じている。
　長安は住職という拘束された地位を意に介さず自由に各地で布教を行った。初期の布教活動は
中越、上越、長野県方面が多く下越地方は殆ど足を踏み入れていない。　（北蒲原郡水原町西福寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）で明治10／11、同郡笹神村常安寺で明治14／6に戒師を勤めたとの記録があるのみである。）新
発田町出身であるが下越へは来にくい何かがあったものか、下越地方は曹洞宗寺院が多いので布
教の対象を他宗に絞ったためなのか不明である。
　伝記によれば明治18年6月18日（43才）、中頸城郡蜘蛛ケ池村（現大潟村）の瑞天寺において
法錘を張ろうとした時彼に反対（真宗曹洞宗の区別の解説の論）する多数の僧俗の襲撃を受け、
一札を入れて難を免れたという。これを「蜘蛛ケ池の法難」と称している。これによって益々信
仰を強め、明治19年1月25日救世教開宗に関する五ケ条の大願（①信濃の国長野町に於いて救世
会を設けること　②救世教開立の事　③救世仁者と称する事　④戒師は五月限りこれを勤めざる
事　⑤戒師道具は一切大道禅瑞師に送る事）を立て6月3日救世教を開宗した。5月31日までは
金欄の袈裟を着て説教をしていたが6月2，3日に忽然衣装を換え宗祖へ暇乞いをしたと（長野
県立町で）公衆に公言し立教宣言書を発表した。
　　　　　　　　　（13）　　　　　立教宣言書
　聾而陳ハ仏教ノ腐敗ヲ洗除仕候ニハ普通ノ改良ニテハ到底労シテ無効二属シ候付今回救世教卜
称スルー新教ヲ開立シ以テ救世ノ実益ヲ新施漏正法ノ真理ヲ発揮仕候間此段御慈照願上候　頓首
　　　　　　　　　　　　　　明治19年6月3日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　道　長　安
　同年6月19日づけで「仏教改良の実行を貫き度」として曹洞宗僧籍脱却願を提出している。
　このことが曹洞宗の中枢部から問題視され「異安心」を唱導したので査問の儀があるから7月
15日限りに当局へ出頭すべしとする呼出状を発したが査問する人が僧侶でない大内青轡であるの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）で「大戒相伝の柄僧に対して非礼だとして帰山」した。よって宗門では損斥（破門）処分とし僧
i籍を剥i奪した。
　長安はこの処分をなんら意に介せず救世教の教線を新潟県、長野県に限らず福島県や関西地方
（伊勢、伊賀）、中部地方（愛知、静岡）および北海道、東京方面へも延ばした。すなわち各地
を巡教し救世教会館を設置し救世婦人会を組織し女性の信者獲得にも努めた。
　明治25年には救世教本部を東京に移し布教に勢力を注いだ。
　明治30年頃から「脳患」　「脳充血」を自覚するようになり、その後痔、腎臓炎、胃腸病を病み
「……而かるに何ぞ図らん、種々なる災難に遭い、就中長安の身に脳病を発す、気力日に減じ薬
石これ事とす。遺憾此上なし。困りて越州船岡山の地をトし、新たに浄聖殿を建築し、此に身を
終らん事を期し即ち一絶を賦す。
　　為救群迷立活宗　　　砕身柳続聖賢縦
　　乾坤何地当埋骨　　　月照船岡山上松
と心境を詠んだ。
18 山　　下　　安　　雄
　明治41年6E15日、東京麹町の本部で病没した。66才であった。明治42年6月15日、信者らに
より小千谷市船岡山公園の一隅に墓碑が建設され除幕式が行なわれた。
　　果名
　　浄聖院観妙力救世仁者
3　大道長安の思想（救世教）について
　法華教は仏教各宗派において重視されている経典であるが、そのうちとくに観世音菩薩普門品
第25は観音経として深遠な思想の他現世利益の側面からも観音信仰を生み古くから僧俗に信仰さ
れている。
　大道長安は師父柏庭大樹が長安禅寺において正月7日間手灯を点じて観音経を読唱し続けてい
たのでなぜそうするのかと聞いたところ“汝を世にも希なる善知識たらしめるためだ”と言下に
いわれ大いに感銘を受けた。師父そのものが観音教の熱烈な信仰者であったのである。
　彼の生涯の前半42、3才頃までは曹洞宗の僧侶として修行と布教に努めてきた。壮年に達した明
治9年（33才）から中年の明治19年（43才）までの10年間の布教活動を示せば地域は上、中、下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）越（記録では前後2回のみ）及び長野市におよび受戒の人数は11，386人に達したという。元来曹
洞宗は民衆教化には真宗などと比べて熱意は薄くかつ下手な宗派であったにも拘らずこの実績で
ある。彼が宗門でも期待されていた人材であったことが解る。
　また観音信仰は中国やわが国には古から広く行き渡っていたので観音信仰という「宗教」が立
宗する余地は無かった。またはその必要性はなかったと言える。この観音信仰を一宗開宗の根本
思想に据えたのが大道長安である。独創である。
　救世教は彼の43才のとき開宗した。その内容は彼が明治32年8月8日付けで東京府知事宛てに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16　提出した届けに添付してある「救世教（新仏教）大意」によれば次の通りである。
　教名
　　救世教と称ふる所以は古より観音を称して救世菩薩と唱ひ救世浄聖と尊ぶ故に本教を救世教
　と名つく、即ち仏名を表し且つ仏教の全体を表するものとす。
　本尊
　　観世音菩薩を以て本尊とす、固より分身百億の観世音を奉ずるにあらずして妙法の本体諸仏
　の父母たる観世音をしんずるものとす。故に有形の木像画像等を表せず唯だ釈迦牟尼仏の観勅
　に順じて観音の妙号を受持するのみ。
　正依教
　　妙法蓮華経観世音菩薩普門品経一巻をもって正依教と定む。この観音経は経王中の経王にし
　て釈迦牟尼仏の本懐全くここに存す。殊に心を以て之れを読むときは三千世界唯此の一巻の観
　音経なり、誠に真理の全体を尽くすものと信ず。
　安心妙義
　　念聖解脱是れなり。念とは一心なり妙信なり心と法と合体して一如なる義なり。聖とは分身
　の観音にあらずして本体の観音なり。解とは一切苦悩の束縛を解くという義なり。脱とは観音
　の妙力に依りて最大自由最大幸福を得て妙楽世界に安住する義なり。
　妙力門
　　心法不二自他一如の妙理を開示する妙力門なり。即ち心外別法なしといふ自力門にあらずし
　て法外別心なしと立つる他力門にもあらずして心法融通し自他円満なる妙力門なり。
　伝教師
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）　　本教の伝教師たる救世職並びに信者は総て仁者と称す。殊に菩薩濟度法なれば僧俗男女の形
　を選ばず蓄妻喰肉の禁を設けず外装には和洋の衣服を着し内心には福田の袈裟を搭け社会に率
　先して一切の福利を興す。その品行整粛他の模範とならんことを要す。妄りに虚飾を輝かして
　衆生を惑はし仏祖を表して財宝を貧る等の如きは本教の最も禁じて許さざる所なり。彼の加持
　祈疇等は他の依頼を受くるも一切勤修せず。
　衆仁者三原則
　　一、救世浄聖の心をもって心とす。
　　二、救世浄聖の身をもって身となす。
　　三、衆生の苦楽をもって苦楽となす。
　報恩行
　　　　（2o）　　　　　　　　　　（21　
　　六徳行を修して四恩を報ず・所謂自利自他完全を得るもの是れなり。六徳行とは一には布施
　仁愛の徳　二には持戒威儀の徳　三には柔辱柔和の徳　四には精進勇猛の徳　五には静慮安楽
　の徳　六には智恵自在の徳是れなり。四恩とは一には国王の恩　二には父母の恩　三には衆生
　の恩　四には三宝の恩是なり。
　開教
　　明治19年6月3日長野県信濃の国上水内郡長野町に於いて初めて救世教を公にす。
　　　　　　　　　　（23）　なお、救世教教会会則（全27条）で組織について補足すれば各地に救世教教会（頂礼並びに講
義説教の道場）を置き東京に本部を置く（第5条関係）。経費は各教会分は各教会で負担すると
共に本部経費も分担する（第8条関係）。教主（長安）、総長（本部で救世教全体の事業、事務
の長）、伝教師（教義を担任、婚儀法、葬祭を司掌）、会長（各教会の事務の長）、幹事（事務
員）、助長（事務補助）を設る。総長、伝教師、会長は投票選挙で選ぶ。幹事、助長は適宜任免
する（第6，11条関係）。本部および各教会の運営は議会で行う（第4章関係）。経費は衆仁者
の義納又は寄付（第6章）により、賞としては賞詞、有功章、仁者号（註；観世音菩薩の33身化
身衆生濟度に因み33人に与えた、例；観世仁者．鈴木天山　知世仁者．丸山ちせ　豊徳仁者．山
口豊太郎など僧俗男女33人）、罰としては免職、龍斥（第7章関係）を規定している。
　以上見てきたように彼の思想はすなおに慈善事業に結び付く要素があることがわかる。
　彼が衣を着ず日常は背広を着、寺院を創らず会館と称する施設を根城として布教しているのも
この「在家仏教」の特徴のゆえである。
　死後はいわゆる戒名は無く長安の果名は浄聖院観妙力救世仁者である。
20 山　　下　　安　　雄
4　慈善事業について
　新宗教のの開創の端緒としてまず“宇宙の大霊の慈悲を直接社会に知らしむるのに必要あり”
とし、明治10年6月24日（35才）をもって“爾今救世金なるもの10，000円を積み、もって窮児を
養育する傍らさらに窮児以外の災厄者10，000人を救わん”と誓った。
　明治13年庚辰年天長節（11月3日）の日、野本恭八郎（号、互尊）、野本福応（恭八郎の子）
北原平次郎、大道長安、大道禅瑞の五人が「救世院設立ニツキ誓旨ヲナシタルトキコレヲ写ス」
　　　　（24）と記念写真を撮っている。
　明治16年12月17日、長岡市観光院町24番地（現在、福住1－2日本互尊社所有地）の常々の外
護者野本恭八郎（互尊）の所有地に借地して施設を建て落成移転した。　（ここは救世教会館とし
ても使用していたものらしい。）長安は同時に長興寺からここに移転した。その前明治16年1月
16日、長興寺住職を弟子の禅瑞に譲っていたのである。施設創設の端緒は明治16年2月13日、長
岡町新町の牛腸氏に宿泊したとき何等かの理由で（詳細不明）窮児を長興寺に引き取ったものの
ように見え、これが最初である。当時世評は窮児を収容するのは長安が女に生ませた児であると
して芳しいものではなく非難されていた。　（彼は生涯妻帯していない）。
　世評に屈せず施設を運営し前後を通じて18人を収容したという。　（18人は一度ではなく通算と
思われる。この頃の施設と称するものは大抵1～2人、多くて2～3人の例が多い。（稿本p1167
ではある時の児童数は雨宮と善弥の二人のみと記している）。施設は長安一人で運営したのでは
なく、前述野本恭八郎の他須藤善蔵、畠山久次郎が経営を助けたというがその役割は不詳である。
多分外護者として金品の寄付であろう。
　施設（教会本部）に勤めていた人としては“皆様方よりご推薦のお姉様方”として長岡町の星
野りそ、大里こま、刈羽郡の中沢千代、本田のぶらの名があり担当事務としては長安留守中の取
締、衣服夜具などの洗濯、子供の世話、台所経済などで勤務は半年交替であった。
　運営費を得るために長年彼は漬物とお粥の他、口にせず衣も食も節した。もともと彼は慈善事
業には早くから志があったとみえる。すなわち明治8～9年から明治15年12月までに救世金860
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）円、救厄金343円27銭を蓄えたと「勉強録」に記載がある。
　彼は運営費としては五円を得るに従い年10％の利子（彼は慈善的利子と称している）で貸し付
けてその果実を養育費に充てた。
　これらの児童たちがその後どのように養育されたのか不明である。伝記は長安の偉大さの例で
記述しているだけで何等ケースの成り行きについて触れていない。
　野本恭八郎は類焼に遭い渡里町から観光院町へ移るについて救世院と交渉し、貸地のうち471
坪5合、その他24坪を取り戻し家を新築し、明治31年10月1日に移転したが、長安は同じく10月
18日に観光院町から中千手町へ救世教会館を移しててる。救世院のなかに救世教会館を持ってい
たらしいがこの頃には既に施設は閉鎖、または閉鎖に近い状態にあったように推察される。
　養護施設救世院の設立経営の他彼が行った慈善行為を列挙すれば次のとうりである。
1、金品の寄付
　ア、明治13年7月17日
　　　長岡大火（恐らく6月6日神田町から出火、17～8戸全焼、続いて翌7日立町から出火、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）　　延焼214戸、半焼25戸、死者1負傷3名の大火）にさいし救i援義金を寄付（金額不明）知事
　　から木杯を受ける。
　イ、明治14年3月18日
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　　新潟県下積雪罹災救助義金を寄付（金額不明）知事より賞状を受ける。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）　暮れから14年にかけての豪雪、積雪村上で1丈5尺、山路3丈の雪）
ウ、明治20年3月15日
　　長野県飯山町罹災者救助金を寄付（金額不明）知事より賞状を受ける。
エ、明治22年9月21日
（恐らく明治13年
　　　福岡、和歌山、奈良、愛知四県水害遭災の民に30円を読売新聞へ救世教衆仁者総代の名で
　　　　　　　　　　　　　（28）　　寄付（明治22年の近畿水害か、福岡不詳）
　オ、明治22年12月25日
　　　長野公立病院に寄付（金額不明）、賞状を受ける。
　カ、明治23年9月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29　　　　貧民救助義金を寄付（金額不明、明治23の新潟県下の米騒動か）、新潟県知事から賞状を
　　受ける。
　キ、明治30年6月1日
　　　日清戦争にさいし献金（金額不明）、東京府知事から賞状を受ける。
　ク、明治31年9月1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3o）　　　三陸大海哺（明治29年6月15日発生、死者27，122人、家屋の壊流10，617戸）に信徒代表と
　　して義損金を寄付（金額不明、寄付先不明）、木杯を下賜される。
　ケ、明治37年
　　　日露戦争に関し憶兵献金（金額不明、寄付先不明）を為す。
　コ、明治39年
　　　　　　（3エ　　　　東北飢饒（恐らく明治35年の冷害、森雨、同38年の凶冷による凶作）に義損金（金額不明、
　　寄付先不明）を送る。
2、監獄における教誰
　新宗教を世に広めるには囚人を改過遷善させることも有効であり同時に宗務局や官庁の迫害
（例えば長野県下水内郡長が長興寺の前住職で宗門から濱斥された大道長安という者が処々俳徊、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32　邪説を主張し人民を誘惑し候哉も計り難いので注意するようにという趣旨の掲示をした）に対抗
しようとしたものらしく開宗後、精力的に教謳を行なっている。
　訪問した監獄は長野監獄、松本監獄、富山監獄、上田監獄、若松監獄と伝記に記録されている。
　監獄へ行っての教謳は熱心に行なっているらしく「…長野監獄へ（20年）9月より10月、11月
と四度教悔にまかり越申候。囚徒の数は男子は800人余、女子は32名、幼稚4人なり…」と信徒
宛てに手紙をかいている。明治21年12月19日、長野監獄から数次の教謳により感化遷善の功著し
く為に続々仮出獄の恩典を受ける者が出たことを多として報償金10円を受けている。
4　ま　　と　　め
　救世教は明治時代、長安の在世中は大いに振るったように見える。彼は親驚のように寺院は考
えず真の宗教活動に湛進した。しかし、自分の思想を正しく受け継ぎ発展させる優れた後継者を
得なかったし又、後継者の養成もしなかったので救世教そのものは自然に衰退し今ではその痕跡
さえない。
　彼の行った慈善事業も救世教が隆盛になるに連れて活動が鈍くなったように見える。墓碑も地
元の人でさえその由来を知らない者が多い。新潟県人で非常に早く慈善事業をなした功績を知る
者も今は少ない。
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